
こ
の
度
、
大
正
大
学
助
教
授
西
村
実
則
氏
に
よ
っ
て
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏

教
の
心
理
論
・
煩
悩
論
に
関
す
る
標
記
の
大
著
が
上
梓
さ
れ
た
。
評
者
の

記
憶
に
よ
る
と
、
西
村
氏
は
、
学
界
に
登
場
以
来
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、
ア

ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
心
理
論
・
煩
悩
論
の
研
究
を
発
表
し
て
こ
ら
れ

た
。
巻
末
の
「
初
出
一
覧
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
そ
れ
ら
の

研
究
論
文
の
体
系
的
集
大
成
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
著
者
の
こ
れ
ま

で
の
研
究
発
表
は
、
す
べ
て
こ
の
研
究
体
系
を
意
識
し
て
の
上
で
な
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
著
者
の
研
究
発
表

に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
と
専
門
も
近
い
こ
と
か
ら
、
評
者
に
は
学
会
で
の
著
者
の
研
究
発

表
に
接
し
、
ま
た
成
果
の
発
表
の
度
に
、
そ
の
抜
刷
を
い
た
だ
き
、
そ
の

都
度
若
干
の
コ
メ
ン
ト
の
返
信
も
し
た
覚
え
が
あ
る
。
評
者
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
成
し
始
め
て
か
ら
、
す
で
に
二
○
編
も
の
著
者
の
論
文
が
登

７
書
評
・
紹
介１

西
村
実
則
著

『
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学
倶
舎
論
の
煩
悩
論
』

吉
元
信
行

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
本
書
に
増
補
修
正
さ
れ
て
採
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ず
い
ぶ
ん
以
前
か
ら
学
問
的
親
交
を
深
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
評
者
と
し
て
、
本
書
の
出
版
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ

る
次
第
で
あ
る
。

著
者
は
、
大
正
大
学
に
お
い
て
、
勝
又
俊
教
教
授
に
師
事
し
、
佐
藤
密

雄
先
生
ら
の
指
導
を
受
け
、
専
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
研
鐵
を
し
た
。
同
大
学

院
修
了
後
は
、
三
康
文
化
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
ア
ビ
ダ

ル
マ
の
研
究
を
な
さ
れ
、
そ
の
後
大
正
大
学
に
お
い
て
教
鞭
を
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
三
康
文
化
研
究
所
で
は
、
学
界
で
も
定
評
の
あ
る
「
三

康
文
化
研
究
所
報
」
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
著
者
は
そ
の
所
報
に
相
当
数

の
論
文
を
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
。
本
書
の
大
半
は
こ
の
所
報
に
報
告
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

評
者
の
記
憶
で
は
、
本
書
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
著
者
は
確
か

数
年
前
、
ド
イ
ツ
方
面
に
長
期
の
海
外
研
修
に
行
か
れ
た
と
思
う
。
そ
れ

以
降
、
著
者
の
関
心
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
以
外
の
イ
ン
ド
仏
教
教
団
や
イ
ン
ド

古
典
語
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
文
化
の
分
野
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
部
派
仏
教
教
団
」
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語

仏
教
圏
と
漢
訳
仏
典
」
「
大
衆
部
・
説
出
世
部
の
僧
院
生
活
」
「
「
四
分

律
』
・
コ
ー
タ
ン
・
仏
陀
耶
舎
」
「
「
言
語
」
に
対
す
る
ブ
ッ
ダ
の
態
度

ｌ
地
方
語
・
チ
ャ
ン
ダ
ス
・
歌
詠
ｌ
」
「
説
法
師
Ｉ
部
派
と
大
乗

と
の
対
比
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
尊
生
證
伝
説
に
関
わ
る
一
連
の
研

究
も
注
目
さ
れ
る
（
「
仏
伝
に
お
け
る
白
象
入
胎
に
つ
い
て
」
「
マ
ー
ヤ
夫

人
の
死
と
ブ
ッ
ダ
」
）
。
さ
ら
に
、
「
「
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
」
訳
注
」
「
『
称

讃
浄
土
仏
摂
受
経
』
に
み
る
「
蔑
戻
車
」
（
且
の
８
富
）
」
な
ど
、
「
阿
弥
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著
者
は
「
は
し
が
き
」
で
、
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
は
原
始
仏
教
の
解
釈
学

を
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
部
派
仏
教
の
時
代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ビ

ダ
ル
マ
諭
書
が
数
多
く
作
ら
れ
た
。
著
者
は
、
こ
の
中
で
、
特
に
Ⅱ
本
仏

教
の
上
で
古
来
基
礎
学
と
見
な
さ
れ
た
「
倶
舎
論
』
の
心
理
論
と
煩
悩
論

を
、
そ
れ
以
前
の
論
害
と
比
較
検
討
を
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
、
『
倶

舎
論
』
以
外
の
先
行
論
耆
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
が
、
著
者
は
最
近
の
学
界
に
お
け
る
新
発
見
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
論

書
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
業
績
を
徹
密
に
参

照
し
て
い
る
こ
と
も
、
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
論
師
た
ち
が
。
「
シ
匡
己
冨
尉
目
印
」
と

い
う
場
合
、
単
な
る
解
釈
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
勝
れ
た
法
で
あ
り
、
仏

説
で
あ
る
」
と
い
う
論
師
た
ち
の
気
概
の
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。序

論
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
『
倶
舎
論
』
が
古
来
仏
教
学
の
基
礎

学
と
し
て
の
位
置
を
占
め
、
実
際
に
倶
舎
学
と
い
う
伝
統
を
打
ち
出
し
て

き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
著
者
も
「
と
り
わ
け
「
倶
舎

論
』
の
著
者
世
親
は
そ
の
思
想
的
立
場
を
有
部
↓
経
部
↓
大
乗
と
変
え
た

と
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
唯
識
の
立
場
、
つ
ま
り
大
乗
の
立
場
か
ら
著
し

陀
経
』
の
異
訳
で
あ
る
浄
土
経
典
に
つ
い
て
の
研
究
も
あ
る
。

本
書
に
お
け
る
よ
う
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
い
う
仏
教
学
の
基
礎
研
究
を
も

と
に
し
て
、
今
後
こ
れ
ら
イ
ン
ド
文
化
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

た
と
い
う
見
解
さ
え
最
近
あ
る
」
と
指
摘
し
な
が
ら
、
「
こ
の
点
は
心
理

概
念
の
体
系
史
の
上
か
ら
は
、
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
」

（
七
頁
）
と
、
暖
昧
な
言
い
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
近
年
の
学
界
の

最
大
関
心
事
で
あ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
本
編
で
は
逐
次
こ
の
問
題
に
言
及

し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
、
本
書
で
こ
の
問
題
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
と
い
う
方
向
性
で
も
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
本
書
は
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学
』
な
る
テ
ー
マ
を
出
し
な
が

ら
、
何
故
「
倶
舎
論
』
の
煩
悩
論
の
み
に
問
題
を
絞
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
、
こ
の
煩
悩
論
が
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学
と
い
う
大
き
な
問
題
を
明
ら
か
に

す
る
上
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
も
「
序
論
」
の

と
こ
ろ
で
は
っ
き
り
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
五
位
七
十
五
法
」
に
お
け
る
心
・
心
所
法
（
第
一
章
）
著
者
は
ま
ず
、

ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
諸
法
の
分
類
の
基
本
で
あ
る
「
色
・
心
・
心
所
・

心
不
相
応
行
・
無
為
」
の
「
五
位
」
の
成
立
に
つ
い
て
論
究
す
る
。
従
来

の
諸
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
原
始
仏
教
に
お
け
る
恵
・
処
・
界
に
有

為
・
無
為
、
有
漏
・
無
漏
と
い
う
一
切
法
の
考
え
方
を
有
部
独
自
の
立
場

か
ら
融
合
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
「
五
位
」
の
原
語
に
つ
い
て
、
《
《
冒
胃
煙
‐

号
日
日
響
葛
ま
た
は
、
（
ご
目
８
‐
ｑ
閉
巨
富
）
）
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
「
倶
舎
論
』
が
三
科
と
五
位
説
を
位
置
づ
け
る
際
に
、

『
甘
露
味
論
』
『
阿
毘
曇
心
論
」
系
の
三
綱
要
害
の
影
響
が
大
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
二
十
二
根
説
が
影
響
を
与
え
た

と
す
る
水
野
説
（
評
者
も
同
じ
立
場
を
と
る
）
を
否
定
し
て
い
る
が
、
評

者
に
は
少
な
く
と
も
、
心
不
相
応
行
が
五
位
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
二
十

二
根
中
の
命
根
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
点
は
捨
て
が
た
い
。
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有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
は
、
「
心
」
を
意
と
識
の
同
義
語
と
し
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
「
法
恵
足
論
』
と
「
品
類

足
論
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
の
記
述
を
参
照
し
て
、
有
部
が
五
位
に

お
い
て
精
神
的
主
体
を
著
す
語
に
「
意
・
識
」
と
使
わ
ず
に
「
心
」
を
用

い
た
と
す
る
説
に
は
注
目
し
た
い
。

古
来
、
有
部
で
は
一
切
法
を
「
七
十
五
法
」
、
唯
識
で
は
「
百
法
」
に

分
類
し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
『
倶
舎

論
』
等
有
部
系
論
耆
の
心
所
の
分
類
で
は
、
厳
密
に
は
七
十
五
と
い
う
説

は
確
定
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
中
国
に
お
い
て
唯
識
の
『
百
法
明
門
論
』
に
お

い
て
百
法
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
普
光
が
「
五
位

七
十
五
法
」
特
定
し
た
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
詳
細
は
第
三
章

に
譲
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
本
書
で
著
者
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
心
所
の
分
類

（
第
二
章
）
で
あ
ろ
う
。
有
部
で
は
、
心
所
（
心
理
的
概
念
）
を
、
１
・

大
地
法
、
２
．
大
善
地
法
、
３
．
第
不
善
地
法
、
４
．
大
煩
悩
地
法
、
５

小
煩
悩
地
法
、
６
．
不
定
地
法
の
六
種
に
分
類
し
、
詳
細
な
説
明
を
与
え

た
。
本
書
で
は
、
ま
ず
「
大
地
法
」
の
説
明
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
の
紹

介
を
す
る
。
大
地
法
と
は
、
人
間
で
あ
る
限
り
、
い
か
な
る
心
理
状
況
に

あ
ろ
う
と
、
必
ず
倶
生
す
る
十
種
の
心
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
い
か
な

る
心
理
状
況
と
言
っ
て
も
、
修
行
の
最
終
段
階
で
「
滅
尽
定
」
と
い
う
三

昧
の
境
地
が
あ
る
。
こ
の
定
は
「
想
受
減
」
と
も
言
い
、
有
部
で
は
想
や

受
さ
え
も
減
し
て
、
無
心
の
境
地
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
、
譽
哺

者
や
世
親
は
、
想
と
受
は
減
し
て
も
、
心
の
み
は
減
し
な
い
と
の
立
場
を

と
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
。
ア
ー
ラ
ャ
識
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る

う
が
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
前
評
者
は
、
『
倶
舎
論
」
に
お
い
て
こ
の
大
地
法
を
定
義
す
る
と
き

に
、
世
親
が
「
伝
説
（
匡
印
）
」
の
語
を
用
い
て
、
十
大
地
法
す
べ
て
が

倶
生
す
る
点
に
疑
義
を
呈
し
た
の
は
、
瑞
伽
行
派
の
「
遍
行
・
別
境
」
の

心
所
の
分
類
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿

「
心
理
的
諸
概
念
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析
ｌ
遍
行
・
別
境
心
所

ｌ
」
中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論
集
頑
教
学
論
集
』
一
五
五
頁
）
が
、

本
耆
で
は
、
そ
れ
を
更
に
詳
し
く
、
大
地
法
に
対
す
る
譽
嶮
者
・
覚
天
・

法
救
・
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
・
世
親
・
琉
伽
行
派
か
ら
の
批
判
を
詳
し
く
紹

介
し
、
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
論
は
他
の
心
所
も
同
様
で
あ
り
、
評

者
も
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
争
か
ら
、
倶
生
の
意
味
を
、
譽

愉
者
等
は
現
象
面
か
ら
理
解
す
る
の
に
対
し
て
、
有
部
は
各
法
の
作
用
の

強
弱
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
著
者
は
、
有
部
で
は
心
と
大
地
法
の
関
係
を
い
う
場
合
、
「
倶

生
」
と
「
柑
応
」
の
双
方
が
区
別
せ
ず
に
用
い
ら
れ
る
（
六
○
頁
）
と
し

て
い
る
が
、
「
倶
生
」
と
い
う
語
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
義
学
上
重
要
な
概
念

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
単
に
「
と
も
に
生
起
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
広
い
意

味
で
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
こ
こ
で
「
倶
生
」
と
「
相

応
」
を
問
題
と
す
る
意
図
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

以
下
、
大
地
法
と
同
様
な
方
法
論
で
、
大
善
地
法
、
大
不
善
地
法
、
大

煩
悩
地
法
、
小
煩
悩
地
法
が
、
『
倶
舎
論
』
以
前
の
有
部
諸
論
害
や
、
『
順

正
理
論
』
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
』
『
阿
毘
達
磨
集
論
」
な
ど
と
の
対
比

に
お
い
て
、
詳
し
く
検
証
さ
れ
る
。

大
善
地
法
で
は
、
有
部
が
無
癬
を
除
い
て
慧
に
含
め
る
件
に
関
し
て
、
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諸
論
書
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
善
心
所

に
関
し
て
も
、
『
品
類
足
論
』
や
『
増
一
阿
含
経
」
な
ど
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
断
片
を
参
照
す
る
な
ど
、
最
新
の
学
界
の
動
向
を
ふ
ま
え
た
論
究
は

評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

大
不
善
地
法
で
は
、
『
婆
沙
論
』
で
五
項
目
で
あ
っ
た
も
の
が
、
『
倶
舎

論
』
以
降
、
「
無
蜥
・
無
槐
」
の
二
法
に
ま
と
め
ら
れ
る
い
き
さ
つ
な
ど

を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
の
不
定
地
法
で
あ
る
が
、
「
倶
舎
論
」
に
、
こ
の
不

定
地
法
が
「
尋
・
伺
・
悪
作
・
睡
眠
等
」
と
説
か
れ
、
こ
れ
が
四
法
で
あ

る
の
か
、
「
等
」
に
他
の
心
所
が
含
ま
れ
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
古
来
議

論
の
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
位
七
十
五
法
と
い
う
と
き
の
七

十
五
法
は
、
こ
の
不
定
地
法
を
四
と
数
え
た
と
き
の
法
数
で
あ
る
。
こ
こ

で
著
者
は
、
「
倶
舎
論
」
の
不
定
地
法
は
、
玲
伽
行
派
の
影
響
を
受
け
て

成
立
し
た
と
す
る
新
説
を
『
倶
舎
論
』
以
前
の
有
部
論
害
に
も
こ
れ
ら
四

法
を
ま
と
め
て
特
例
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
批
判
し
、
『
婆
沙
論
』
の
影

響
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
。
「
等
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
称

友
、
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
』
、
北
伝
の
諸
論
書
、
南
伝
の
諸
経
典
、

『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
な
ど
の
諸
資
料
を
駆
使
し
て
、
「
等
」
に
は
、

多
数
の
染
汚
法
が
含
ま
れ
る
と
し
た
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
（
称
友
）
の
見
解

を
と
り
た
い
と
結
ん
で
い
る
の
は
説
得
力
が
あ
る
。

次
の
新
し
い
一
切
法
の
影
響
（
第
三
章
）
で
は
、
い
き
な
り
「
四
念

住
」
が
出
て
く
る
の
は
い
さ
さ
か
唐
突
で
あ
る
。
後
を
読
ん
で
み
る
と
、

「
法
念
住
」
の
「
法
」
に
無
為
法
ま
で
を
当
て
る
こ
と
は
、
有
部
の
新
し

い
法
体
系
た
る
「
五
位
」
説
の
体
系
化
と
同
根
で
あ
る
と
の
記
述
で
、
ょ

う
や
く
「
四
念
住
」
と
「
一
切
法
」
の
関
係
が
わ
か
る
。
本
書
の
初
出
一

覧
か
ら
み
る
と
、
こ
こ
に
こ
の
論
文
を
挿
入
し
た
理
由
は
わ
か
る
が
、
少

な
く
と
も
「
四
念
住
」
が
前
の
章
と
ど
う
関
わ
る
の
か
を
ま
ず
説
明
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
一
切
法
と
し
て
の
「
名
色
」
が
問
題
と
さ
れ
、

そ
の
後
、
「
五
位
七
十
五
法
と
五
位
百
法
」
と
の
問
題
が
、
心
・
心
所
法

に
対
す
る
世
親
の
立
場
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、
論
究
の
観
点
の
違

い
は
あ
っ
て
も
、
既
に
論
究
さ
れ
た
「
第
二
章
心
所
法
の
分
類
」
と
重

複
す
る
箇
所
が
か
な
り
多
く
あ
り
、
結
論
も
そ
の
繰
り
返
し
と
な
っ
て
い

る
の
は
残
念
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
次
の
章
に
何
故
「
倶
舎
論
」
以
前
の
煩
悩
論

（
第
四
章
）
を
問
題
と
す
る
か
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
く

る
。
こ
の
章
で
は
、
何
故
か
、
古
く
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
に
お
い
て
、

人
生
の
三
大
目
的
と
さ
れ
た
ダ
ル
マ
（
号
日
白
い
、
ア
ル
タ
（
胃
昏
四
）
、

カ
ー
マ
（
面
白
“
）
が
問
題
と
さ
れ
、
「
カ
ー
マ
ス
ー
ト
ラ
』
、
「
マ
ヌ
法

典
』
、
「
ギ
ー
タ
ー
』
、
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
な
ど
に
お
け
る
「
欲
（
カ
ー

マ
）
」
は
、
肯
定
的
な
意
味
、
む
し
ろ
人
生
に
お
い
て
不
可
欠
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
で
は
否
定
的
態
度
で

望
ん
だ
こ
と
が
、
原
始
仏
教
や
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
用
例
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
カ
ー
マ
」
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
教
義
学
上
「
負

（
団
盟
）
」
と
の
結
び
つ
き
が
深
い
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、

震
。
冨
且
豊
雷
目
圃
昌
四
画
ゞ
と
い
う
「
倶
舎
論
』
と
「
デ
ィ
ー
パ
」
の
用

例
を
あ
げ
、
面
目
動
は
訂
白
餌
団
と
い
う
抽
象
概
念
に
な
る
と
し
て
い
る

が
、
園
日
四
国
は
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
後
半
に
付
け
ら
れ
る
語
で
、
「
’
せ

ん
と
欲
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
囿
昌
、
と
同
一
次
元
で
論
じ
る
言
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葉
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
大
地
法
と
し
て
の
。
冨
己
四
（
意
欲
）
と
こ
の

訂
日
四
と
の
比
較
を
詳
し
く
こ
こ
で
検
討
し
て
欲
し
か
っ
た
。
こ
の
後
、

『
法
穂
足
論
』
の
「
雑
事
品
」
の
性
格
が
問
題
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
『
倶

舎
論
』
以
降
、
有
部
系
諸
論
書
に
、
随
煩
悩
の
名
の
下
に
こ
の
「
雑
事

品
」
の
中
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
『
ラ
ト

ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
も
こ
の
「
雑
事
品
」
が
出
典
と
な
り
、
『
玲
伽
論
』
と

の
関
連
も
検
討
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
は
こ
の
「
雑

事
品
」
か
ら
「
六
随
眠
」
を
除
外
し
て
、
残
っ
た
も
の
す
べ
て
を
随
煩
悩

と
し
た
と
す
る
。

こ
の
後
、
定
義
集
と
し
て
、
『
法
穂
足
論
』
『
デ
ィ
ー
パ
』
『
ラ
ト
ナ
ー

ヴ
ァ
リ
ー
』
「
礁
伽
論
』
に
お
け
る
随
煩
悩
の
定
義
が
資
料
的
に
列
挙
き

れ
、
我
わ
れ
研
究
者
に
と
っ
て
特
に
有
益
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
他
の
箇
所

で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
デ
ィ
ー
パ
」
「
ラ
ト
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
Ｉ
』
の

定
義
は
原
文
の
み
で
、
そ
の
翻
訳
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
個
々
の
問
題
と
し
て
、
負
鎭
癌
と
日
日
四
“
の
問

題
、
随
煩
悩
の
定
義
に
つ
い
て
の
諸
論
の
特
色
と
論
究
さ
れ
る
が
、
そ
の

特
色
を
ま
と
め
た
記
述
は
な
い
。

次
に
、
「
婆
沙
論
』
「
結
穂
」
の
葱
名
を
異
訳
な
ど
と
検
討
し
、
有
部
が

「
随
眠
」
重
視
の
姿
勢
を
傑
出
さ
せ
て
い
る
と
結
論
す
る
。
さ
ら
に
、

『
発
智
論
』
と
『
婆
沙
論
』
の
煩
悩
体
系
を
多
方
面
か
ら
検
討
し
、
こ
れ

ら
初
期
の
諭
書
で
結
（
切
四
日
冒
満
目
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
倶
舎
論
」

等
後
期
論
耆
に
至
っ
て
、
随
煩
悩
（
煙
旨
尻
四
百
）
と
し
て
多
用
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
『
倶
舎
論
』
以
前
の
『
発
智
論
』
と

『
婆
沙
論
』
の
煩
悩
体
系
が
検
討
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
婆
沙
論
」
は

『
発
智
論
」
の
註
釈
と
し
て
、
有
部
思
想
体
系
の
百
科
辞
典
的
位
置
を
も

つ
論
言
で
あ
る
が
、
「
倶
舎
論
』
と
も
比
較
し
つ
つ
、
煩
悩
の
体
系
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
些
細
な
こ
と
な
が
ら
、
『
発
智
論
」
の
引
用

に
、
シ
ャ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
還
元
梵
文
を
あ
げ
て
い
る
が
、
還
元
梵
文
を

資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
評
者
は
か
つ

て
、
「
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
プ
ラ
ダ
ン
に
よ
る
還
元
梵
文
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
害
評
、
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
一
八
号
・
九
二

頁
）
。こ

こ
で
、
両
論
に
お
け
る
煩
悩
と
随
煩
悩
の
用
例
が
検
討
さ
れ
、
両
論

で
「
結
（
の
騨
日
百
両
ロ
煙
）
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
語
を
『
倶
舎
論
』
で
は

「
煩
悩
（
匡
の
笛
）
」
の
語
に
改
変
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

『
倶
舎
論
』
で
は
『
法
蔑
足
論
』
の
中
か
ら
負
愼
癌
な
ど
を
除
外
し
た
残

り
す
べ
て
を
「
随
煩
悩
」
と
し
た
け
れ
ど
も
、
『
婆
沙
論
』
で
は
そ
れ
を

含
め
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
と
す
る
。

一
倶
舎
論
」
の
煩
悩
論
（
第
五
章
）
で
は
、
本
書
の
副
題
に
な
っ
て
い

る
重
要
な
章
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
紙
数
を
と
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
、
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
「
煩
悩
」
「
随
眠
」
「
随
煩
悩
」
の
三
概
念

が
ど
の
よ
う
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
か
を
、
称
友
・
安
慧
・
満
増
な
ど

の
註
釈
を
参
照
し
な
が
ら
論
究
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
肝
心
の
「
煩
悩
」
と

「
随
眠
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
有
部
・
経
部
間
の
論
争
の
あ
っ
た
こ
と
は
、

先
行
研
究
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
し
、
さ
ら
な
る
掘
り
下
げ
を
し
て
欲
し
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
後
、
「
随
眠
品
」
の
品
名
、
構
成
な
ど
が
検
討

さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
三
世
実
有
に
つ
い
て
の
論
究
が
あ
る
が
、
か
っ
て
学

界
で
あ
れ
ほ
ど
論
争
さ
れ
た
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
著
者
の
意

ワ貝
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見
を
記
し
て
欲
し
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
原
始
仏
教
以
来
、
断
ち
が
た
い

煩
悩
と
し
て
、
「
渇
愛
」
と
「
貧
」
が
あ
る
が
、
「
倶
舎
論
』
に
お
い
て
、

「
法
体
系
」
に
明
確
に
位
置
づ
け
な
か
っ
た
理
由
が
検
討
さ
れ
る
。
次
に
、

同
じ
煩
悩
を
問
題
と
す
る
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
』
第
五
章
の
特
色
が

検
討
さ
れ
る
。
評
者
も
か
つ
て
拙
著
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
」
で
問
題
と
し

た
よ
う
に
、
こ
の
論
書
は
、
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
史
上
、
特
異
な
存
在
で
あ

る
。
著
者
は
特
に
煩
悩
論
を
詳
し
く
検
討
し
、
「
デ
ィ
ー
パ
』
は
も
は
や

有
部
の
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
そ
し
て
、

特
に
煩
悩
論
に
お
い
て
は
、
有
部
史
上
初
め
て
、
「
煩
悩
」
の
語
を
あ
ら

ゆ
る
染
汚
法
の
総
称
で
あ
る
と
明
確
に
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
特
殊
な
用
語

例
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
著
者
は
、
煩
悩
論
に
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、
重
要
な
問
題
点
の

い
く
つ
か
を
付
論
（
第
六
章
）
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
『
集
異
門
足
論
』

の
著
者
に
関
す
る
論
究
（
結
論
は
出
て
い
な
い
）
、
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
の

著
者
、
「
六
足
論
』
の
成
立
地
、
『
倶
舎
論
』
の
祖
型
本
と
し
て
の
「
阿
毘

曇
甘
露
味
論
』
な
ど
に
つ
い
て
、
著
者
の
学
説
を
披
瀝
し
て
い
る
。
紙
幅

の
都
合
で
、
す
べ
て
の
紹
介
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
中
で
、
特
に
評
者
が

興
味
を
持
っ
た
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
の
著
者
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た

い
。
従
来
こ
の
論
耆
の
著
者
は
「
塞
建
地
羅
」
と
音
写
さ
れ
、
唐
言
「
悟

入
」
と
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
作
者
の
原
語

は
《
的
匿
且
巨
四
ゞ
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
な
ど
を
参
照
し
て
、
「
悟
入
」

は
論
書
名
ゞ
Ｐ
ｇ
丘
冨
Ｈ
目
習
四
国
日
。
の
中
の
ゞ
弾
く
餌
国
国
ゞ
の
訳
語
で
あ
り
、

そ
の
論
書
名
の
一
部
が
普
光
以
来
、
誤
っ
て
作
者
名
と
さ
れ
る
に
至
っ
た

と
結
論
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
学
界
で
か
な
り
論
議
さ

以
上
、
本
書
の
論
述
に
従
っ
て
、
評
者
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
そ
の
概

要
を
紹
介
し
た
。
五
○
○
頁
を
越
え
る
大
著
を
わ
ず
か
の
紙
数
で
紹
介
し

た
た
め
、
遺
漏
の
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
が
、
本
誌
に
お
け
る
書
評
の
紙

幅
制
限
と
い
う
こ
と
で
容
赦
願
い
た
い
。
又
、
原
稿
締
め
切
り
期
限
の
都

合
で
、
本
書
を
精
読
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
の

箇
所
に
も
、
著
者
の
地
道
な
、
し
か
も
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
対
す
る
情
熱
と
い

う
も
の
が
ほ
と
ば
し
り
出
て
い
る
。
内
容
か
ら
し
て
、
煩
悩
論
に
関
す
る

資
料
的
価
値
も
高
い
と
言
え
る
。

た
だ
、
本
書
は
啓
蒙
書
で
は
な
く
、
学
術
書
で
あ
る
の
に
、
索
引
が
な

い
の
は
実
に
残
念
で
あ
る
。
和
漢
語
・
梵
語
索
引
は
ど
う
し
て
も
欲
し
い

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
、
い
く
つ
か
の
感
想
を
言
わ
せ
て
も
ら
う

と
、
論
害
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
項
を
、
著
者
の
関
心
に
従
っ
て
、
抜

き
出
し
て
紹
介
し
て
い
る
面
が
強
く
、
学
界
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
に

つ
い
て
詳
細
な
分
析
が
や
や
不
足
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
当

然
著
者
は
『
倶
舎
論
』
の
梵
本
や
諸
註
釈
を
読
ん
で
い
る
と
は
思
う
が
、

表
面
上
は
漢
訳
資
料
が
多
く
、
称
友
・
安
慧
・
満
増
の
註
釈
は
一
部
で
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
評
者
も
、
本
書
と
同
様
に
、

か
っ
て
拙
著
に
お
い
て
過
去
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
再
編
集
し
て
出
版
し

た
と
い
う
経
験
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
ん
な
こ
と
は
言
え
る
資
格
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
年
発
表
さ
れ
て
き
た
譽
哺
者
・
経
量
部
に
つ
い

れ
、
評
者
も
こ
の
問
題
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
（
拙
著
『
ア
ビ
ダ
ル
布

マ
思
想
』
七
八
頁
）
、
著
者
の
結
論
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

三



て
の
様
々
な
研
究
報
告
（
例
え
ば
、
原
田
和
宗
、
福
田
琢
、
本
庄
良
文
、

○
呂
里
○
○
×
、
罰
○
冨
旦
犀
旨
の
同
氏
な
ど
）
を
参
照
し
て
、
本
書
に
加
え

て
欲
し
か
っ
た
。

初
め
に
も
一
言
し
た
が
、
本
書
に
は
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
が
付
い
て
い
る
。
『
倶
舎
論
』
の
煩
悩
論
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

そ
こ
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学
と
は
何
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
何
を
目
指
し
て

い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
う
一
つ
深
い
究
明
が
欲
し
か
っ
た
よ
う
に

田
凹
入
ノ
Ｏ

近
年
、
直
接
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
書
物
の
発
刊

は
少
な
い
。
ま
た
、
最
近
の
学
会
に
お
い
て
も
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
部
会
は

以
前
に
比
べ
て
活
気
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、

こ
こ
に
類
書
の
な
い
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
煩
悩
論
に
関
す
る
大
著
が
発

刊
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
学
界
を
大
い
に
刺
激
し
て
く
れ
る
と
思
う
。
そ

の
意
味
で
、
イ
ン
ド
学
、
原
始
仏
教
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
、
イ
ン
ド
大
乗

仏
教
な
ど
を
專
門
と
す
る
読
者
諸
氏
に
広
く
推
奨
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
○
○
二
年
三
月
三
一
日
、
法
蔵
館
刊
、
Ａ
５
判
、

五
○
八
頁
、
定
価
一
二
、
○
○
○
円
）

ワ ワ
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